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　中
　里
　村
　ニ　校
　合
　同
復修
鈴宰学
校旅
木季行

　
5
月
4
日
晴
れ
、
修
学
旅
行
当
日
。

私
の
心
は
踊
っ
て
い
た
。
誰
も
が
そ
う

だ
っ
た
ろ
う
。
老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
前

で
ま
だ
知
ら
な
い
顔
、
顔
、
顔
。
こ
の

中
の
誰
と
何
人
の
友
だ
ち
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
、
と
思
い
な
が
ら
、
京
都
、
奈

良
の
旅
へ
の
期
待
を
胸
に
出
発
し
た
。

京
都
で
は
、
平
等
院
、
二
条
城
、
一
、
一
十

三
間
堂
、
奈
良
で
は
、
法
隆
寺
、
金
閣

寺
、
清
水
寺
、
奈
良
公
園
な
ど
。

多
く
の
見
学
を
し
た
わ
け
で
す
。
や
は

り
こ
の
見
学
地
の
中
で
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
あ
の
歩
く
と
「
キ
ュ
キ
ュ

」
と
鳴
っ
た
、
う
ぐ
い
す
張
り
が
あ
り

大
き
く
て
「
ほ
う
」
と
思
わ
ず
声
が
出

山
火
事
に
注
意
！

　
例
年
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、

こ
の
地
方
は
異
常
乾
燥
状
態
が
続
き
、

最
も
山
火
事
の
発
生
し
易
い
季
節
と
な

り
ま
す
。

　
毎
年
、
全
国
各
所
で
山
火
事
が
発
生

し
、
大
切
な
山
の
資
源
を
失
い
、
大
き

な
損
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
山
火
事
の
原
因
は
、
　
「
た
ば
こ
」
　
「

た
き
火
」
な
ど
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

が
大
部
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
　
代

て
し
ま
っ
た
二
条
城
で
し
た
。
旅
館
で

は
、
他
校
の
人
と
行
き
来
を
し
友
情
を

深
め
あ
い
、
ま
た
、
帰
り
の
汽
車
の
中

で
は
、
笑
い
声
も
大
き
く
、
と
な
り
の

車
両
と
の
行
き
来
が
さ
か
ん
に
な
り
、

他
校
の
人
の
名
も
覚
え
る
こ
と
が
で
き

て
、
帰
り
は
本
当
に
楽
し
い
旅
で
し
た
。

旅
行
の
目
的
で
あ
る
、
　
「
我
が
国
の
古

代
を
知
り
、
集
団
行
動
を
身
に
つ
け
、

他
校
と
の
友
情
を
深
め
る
こ
と
」
を
十

分
達
成
で
き
た
、
意
義
あ
る
旅
行
で
し

た
。
こ
の
旅
を
計
画
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
に
本
当
に
本
当
に
感
謝
し
、
今
後

の
学
校
生
活
に
十
分
生
か
し
て
行
く
こ

と
を
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ω
強
§
8
翼
い
§
釜
い
Ω
八
9
§
§
黛
と
只
曽
八
”
釜
⇔
§
Q
§
§
§
萎
⇔
Ω
嘗
§
Ω
嘗
§
9
八
9

み
ん
な
の
財
産
で
あ
る
、
大
切
な
国
有

林
の
資
源
を
守
る
た
め
、
山
に
入
る
時

は
次
の
事
を
守
る
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◎
山
で
は
「
歩
き
た
ば
こ
」
は
止
め
ま

し
ょ
う
。
道
路
か
沢
べ
り
で
吸
い
、
　
「

マ
ッ
チ
」
の
燃
え
が
ら
「
た
ば
こ
」
の

吸
い
が
ら
は
完
全
に
消
し
た
こ
と
を
確

か
め
て
か
ら
立
ち
去
っ
て
下
さ
い
。

◎
山
で
は
絶
対
に
「
た
き
火
」
は
し
な

い
で
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
券
　
　
　
　
　
　
』
　
奇

人
生
往
来

桑南太桑樋高富滝竹桑◎
原雲嶋原口野井沢田原産
真涼宏和雅良　香一友声
美子至美史徳誠里馬子

清晴正今貞一善明…
一　　 朝　　　　　 博
郎三司義夫男一雄夫

重堀白倉干芋市田干山
　之羽　　　 之
地内毛俣溝沢越代溝崎

松
沢

東◎
高噺

郎
新
婦

噺
郎
新
婦

｛
新
郎

　
新
婦

徽
郎

　
新
婦

｛
新
郎

　
新
婦

砂修鮎
　　…一美

文月

雄英

上u

山山

吉
楽
弘
一
（
三
〇
）
宮
中

吉
楽
美
江
子
（
宝
）
宮
中

藤
田
和
道
（
壼
）
宮
中

藤
田
玲
子
（
一
西
）
宮
中

太
嶋
　
正
八
（
二
四
）
白
羽
毛

小
林
三
枝
子
（
…
）
津
南
町

井
ノ
川
重
幸
（
一
一
四
）
如
来
寺

太
嶋
　
久
子
（
…
）
芋
　
沢

齋
喜
　
利
栄
（
柔
）
倉
　
俣

涌
井
　
町
子
（
三
）
十
日
町

村桑阿鈴山◎｛
山原部木本昇新新
　　　　　　婦郎

藤南
田雲

博良
美徳

⊂⊃　一

天良
章
　
　
（
六
八
）

ト
リ
　
　
（
七
七
）

松
義
　
　
（
七
。
）

廣
正
　
　
（
六
五
）

和
夫
　
　
（
葦

忘
れ
も

堀
之
内

＋
日
町

葎
　
沢

倉
　
俣

高
道
山

田
　
代

東
田
尻

の

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
公
象
電
話
の
と
こ

ろ
に
、
小
さ
な
、
茶
色
の
皮
製
財
布
が

お
ち
て
い
ま
し
た
。
公
民
館
で
保
管
し

て
あ
り
ま
す
。
と
り
に
来
て
下
さ
い
。
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私たちの村
人　口 7，268（＋2）

男 3，603（＋2）

女 3，665（±0）

世帯数 1，669（＋9）
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醐
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礎
…
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5月

今
年
の
天
候
は
、
長
期
予
報
に
よ
り
ま

す
と
、
変
動
が
大
き
く
、
夏
の
天
候
も

不
安
定
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
今
年
の
稲
作
は
真
重
な
つ
く

り
方
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

「
田
植
え
」

O
消
雪
は
遅
か
っ
た
が
、
5
月
前
半
の

天
候
が
よ
か
っ
た
た
め
苗
の
伸
び
が
よ

か
っ
た
の
で
、
徒
長
さ
せ
な
い
で
、
早

植
え
し
て
ド
さ
い
。
特
に
機
械
移
植
は

5
月
末
か
ら
遅
く
と
も
6
月
5
日
ま
で

に
は
植
え
付
け
て
下
さ
い
。

○
田
植
え
は
で
き
る
だ
け
暖
か
い
日
に

す
る
よ
う
心
が
け
て
下
さ
い
。

o
機
械
移
植
で
は
、
特
に
株
数
の
不
足

し
な
い
よ
う
に
、
正
確
に
植
え
つ
け
て

下
さ
い
。

「
田
植
え
直
後
の
管
理
」

○
活
着
後
は
浅
水
管
理
を
基
本
と
し
、

で
き
る
だ
け
水
温
を
高
め
る
工
夫
を
し

て
下
さ
い
。

○
自
脱
コ
ン
バ
イ
ン
排
ワ
ラ
す
き
こ
み

田
は
、
ワ
キ
の
多
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
活
着
後
は
、
時
々
水
を
落
し

て
、
間
断
か
ん
水
と
し
て
下
さ
い
。

○
中
間
除
草
剤
（
サ
タ
：
ン
S
、
ス
エ

ッ
プ
M
等
）
は
、
田
植
え
後
1
5
～
2
5
日

程
度
を
メ
ヤ
ス
に
し
て
使
用
し
て
下
さ

い
。
ワ
キ
の
多
い
田
で
は
、
中
期
除
草

剤
の
使
用
を
中
止
し
て
、
除
草
機
等
で

中
耕
を
し
て
下
さ
い
。



α
獣
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あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か

　
　
　
　
「
生
活
の
合
理
化
、
簡
素
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
川
西
町
で
社
会
教
育
大
会

　
古
来
、
人
間
関
係
の
円
滑
化
に
欠
か

せ
な
い
要
件
と
し
て
受
け
継
が
れ
で
き

た
儀
式
、
呼
び
、
呼
ば
れ
、
贈
答
の
美

風
が
、
社
会
構
造
や
生
活
様
式
の
急
変

に
伴
っ
て
、
価
値
感
を
混
乱
さ
せ
振
舞

や
交
際
費
の
散
財
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し

て
い
る
。

　
金
は
使
う
た
め
に
あ
り
、
人
は
能
力

に
応
じ
て
金
を
使
い
、
そ
の
額
は
生
き

が
い
に
イ
コ
ー
ル
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
だ
れ
が
、
何
に
金
を
か
け
て
も
文

句
の
つ
け
よ
う
が
な
い
。

し
か
し
、
ム
ダ
な
こ
と
な
の
に
、
と
い

う
気
も
ち
が
だ
れ
に
も
少
し
で
も
あ
る

と
す
れ
ば
、
何
が
ム
ダ
な
の
か
を
み
ん

な
で
考
え
、
生
活
の
合
理
化
、
簡
素
化

を
申
し
合
わ
せ
る
の
も
、
ま
た
必
要
な

こ
と
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
冠
婚
葬
祭
に
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

生
活
が
派
手
に
な
っ
て
交
際
が
容
易
で

な
い
、
と
い
う
声
が
し
き
り
に
き
か
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
の
大
会
で
は
、

「
生
活
の
簡
素
化
、
合
理
化
を
ど
う
考

え
た
ら
よ
い
か
」
ー
と
く
に
、
冠
婚
葬

祭
や
交
際
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
ー
と

い
う
主
題
を
か
か
げ
て
、
み
ん
な
で
考

え
て
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
、
次
の
要

領
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
◎
日
時
　
六
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

　
◎
会
場
　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
◎
内
容
　
午
前
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
午
後
講
演
会

－
学
校
開
放
ー

　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
で

　
　
　
　
　
　
「

　
講
師
　
県
婦
人
連
盟
常
任
理
事

　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
シ
ヅ
エ
氏

　
演
題
　
　
「
生
活
の
簡
素
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
こ
と
」

　
参
加
を
希
望
す
る
方
は
六
月
十
三
日

ま
で
に
公
民
館
（
電
話
二
四
九
三
）
宛

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

村
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
例
年
、
学
校
体
育
施
設
を
開
放
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
従
来
の
開
放
校

に
高
道
山
小
学
校
体
育
館
を
加
え
た
。

5
ケ
校
を
表
の
要
領
で
開
放
し
て
い
ま

す
。
表
の
曜
日
、
時
間
内
で
あ
れ
ば
い

ず
れ
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
職
場
、
団
体
や
サ
ー
ク
ル
で

継
続
的
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら

か
じ
め
公
民
館
に
「
利
用
者
団
体
登
録

申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
ご
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
提
出
し
て

い
な
い
と
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
次
に
あ
げ
る
注
意
事
項
を
守
っ
て

楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
へ
の
車
輌
乗
り
入
れ

禁
止
。

◎
タ
バ
コ
の
す
い
が
ら
等
の
火
気
に
注

意
す
る
こ
と
。
各
開
放
校
に
赤
い
バ
ケ

ツ
を
備
え
て
あ
る
の
で
必
ず
バ
ケ
ツ
の

あ
る
所
で
喫
煙
し
す
い
が
ら
は
消
却
炉

へ
す
て
る
こ
と
。

◎
使
用
後
の
戸
締
り
を
確
実
に
行
う
こ

と
。◎
使
用
後
は
必
ず
「
学
校
開
放
日
誌
」

を
記
入
す
る
こ
と
。

◎
鍵
の
受
け
渡
し
を
確
実
に
行
う
こ
と

学校施設名 開放の定日 時　　間 備　　　　　　　　　　　考

田　沢　中

体　育　館

月・火・金

　土・日曜

6時30分

～9時30分

ノ
土
曜 日の開放は不定期になっていますので

論難糖贈朧毫豪軸・、

田　沢　小
体　育　館

月・火・金
　土曜

6時30分
」一9時30分

倉　俣　中
体　育　館 火・金曙

、

7時

～9時30分

貝　野　中
体　育　館 木・土曜

7時

～9時30分

高道山小
体　育　館 月・木曜

7時

～9時30分

田沢小、中
グラウンド

月～土曜
クラブ活動
終了後

日曜日の使用については公民館あてに申し

込んで下さい。

田沢小、中のグラウンドについては生徒の

活動に支障のない範囲で朝も使用できます

倉　俣　中
グラウンド 月～土曜

クラブ活動
終了後

貝　野　中
グラウンド 月～土曜

クラプ活動
終了後

　
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
は
絶
好
の

ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
で
、
例
年
、
六
月

に
入
る
と
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
催
さ

れ
ま
す
。
六
月
十
一
日
に
は
第
二
十
六

回
県
青
年
大
会
中
魚
沼
郡
予
選
が
郡
内

各
町
村
を
会
場
に
、
又
、
二
十
五
日
に
は

郡
市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
津
南
町

で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
青
年
大
会
は
、
昭
和
23
年
4
月
1
日

以
降
に
生
れ
た
勤
労
青
年
を
対
象
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
排
球
（
男
・
女
）

　
　
　
　
　
　
　
籠
球
、
野
球
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ミ
ン
ト
ン
の
各

　
　
　
　
　
　
　
　
種
目
に
わ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
覇
を
競
う
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
中
里
村
チ
ー
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
例
年
、
優
秀
な
成

　
　
　
　
　
　
　
　
績
を
納
め
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
、
婦
人
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
四
月
一
日
以

　
　
　
　
　
　
　
　
降
郡
市
内
に
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
既
婚
者
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
会
で
、
各
選
手
は

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
こ
そ
は
上
位

　
　
　
　
　
　
　
　
入
賞
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
青
年
大
会
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ム
は
田
沢
中
学

校
を
中
心
に
、
婦
人
バ
レ
ー
は
田
沢
中

学
校
と
貝
野
中
学
校
を
中
心
に
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
や
っ
て

み
た
い
方
、
感
心
の
あ
る
方
は
公
民
館

へ
連
絡
す
る
か
、
直
接
練
習
の
場
に
顔

を
出
し
て
下
さ
い
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
如
来
寺
老
人
ク
ラ
ブ
（
会
長
富
井
清

正
さ
ん
）
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ

雑
巾
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
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危
険
物
取
扱
者
試
験

　
　
受
験
準
備
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
新
潟
県
で
は
、
き
た
る
7
月
26
日
に

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
実
施
す
る
予
定

で
す
が
、
こ
れ
に
備
え
、
次
の
通
り
受

験
準
備
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

希
望
者
は
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
日
時
　
6
月
15
、
1
6
日

◎
場
　
所
　
　
十
日
町
市
民
会
館

◎
講
習
対
象
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
験
の
受
験
者

◎
受
講
申
込
の
受
付
期
間

　
　
　
　
　
5
月
2
5
日
～
6
月
10
日

◎
申
し
込
み
先

　
　
　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

税
金
が
も
ど

　
今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
、
次
の
金
額
が
還

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
は
六
千

円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
た

金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
所
得
の
方
が
少
い
と
き
は
、
そ
の

税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
還
付
方
法
と
手
続
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
受
講
料
　
会
員
　
　
千
五
百
円

　
　
　
　
　
非
会
員
　
三
千
円

　
受
講
料
は
申
し
込
み
時
に
納
入
す
る

も
の
と
し
、
欠
席
し
て
も
返
さ
な
い
。

　
テ
キ
ス
ト
は
申
し
込
み
時
に
交
付
い

た
し
ま
す
。
又
、
参
考
図
書
は
当
日
、

　
ゆ
会
場
で
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
講
習
会
は
、
十
日
町
以
外
で
も

6
月
5
日
～
7
月
4
日
の
間
、
県
下
15

会
場
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
他
の
会

場
で
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
地
域
消

防
本
部
予
防
課
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

　
（
電
話
”
十
日
町
七
－
一
五
五
五
）

封
し
て
あ
る
還
付
請
求
書
用
紙
に
所
要

の
事
項
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送
り

返
し
て
下
さ
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
税

務
署
か
ら
還
付
金
・
の
支
払
通
知
書
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支
払
通
知

書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を
受
取

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
人
の
場
合
〉

　
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま
で
に
退
職

し
た
人
や
、
昨
年
中
途
で
退
職
し
た
人

な
ど
は
、
税
務
所
へ
還
付
請
求
を
し
て

下
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭
和
五
十
二
年

分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、

特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
い
事
は
税
務
署
又
は
役
場

税
務
課
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

の
表
示
の
あ
る
金
融
機
関
で
す
。

申
し
込
み
受
付
期
間
　
第
｝
回
目
が
、

四
月
二
十
四
日
～
六
月
三
十
日
迄

㊧
こ
の
貸
付
は
単
独
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ず
必
ず
住
宅
金
融
公
庫
と
の
融

資
を
併
せ
て
貸
し
出
さ
れ
ま
す
。
な
お

詳
し
い
こ
と
は
金
融
機
関
に
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

「
囲
碁
ク
ラ
フ
」
の
会
員
は
、
約
五
十

名
。
毎
月
第
三
日
曜
日
が
定
例
会
で
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
一
人
五
局
勝
負
を

敬
老
会
ひ
ら
か
る

　
今
年
も
村
内
六
ケ
所
で
恒
例
の
敬
老

会
が
行
わ
れ
、
次
の
十
二
名
の
方
が
八

十
八
才
の
米
寿
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。

っ
て
き
ま
す

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

　
本
年
六
月
一
日
現
在
に
お
い
て
昨
年

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
は
、
六
月
～
七
月
ご
ろ
、
勤
務

先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。

〈
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合
〉

　
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申
告
を
し
て

納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
に
税
務

署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら

せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
同

被
保
険
者
住
宅
資
金

貸
付
に
つ
い
て

　
被
保
険
者
住
宅
資
金
貸
付
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
加
入
者
が
、
住
宅
を
新
築

し
た
り
購
入
す
る
場
合
そ
の
資
金
を
借

り
る
制
度
で
す
。

対
象
者
n
国
民
年
金
の
加
入
期
間
が
三

年
以
上
あ
る
人
。
融
資
額
qD
加
入
期
間

が
三
年
以
上
五
年
未
満
＆
一
〇
〇
万
円

勿
加
入
期
間
が
五
年
以
上
＆
二
〇
〇
万

円
。
こ
の
他
に
老
人
（
六
十
五
才
以
上

の
人
）
身
体
障
害
者
（
身
体
障
害
者
福

祉
法
で
定
め
る
一
級
及
び
二
級
の
人
）

と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
割
増
し
を
希

望
で
き
ま
す
。
そ
の
基
準
と
融
資
額

①
老
人
又
は
身
体
障
害
者
を
含
み
三
人

以
上
の
親
族
が
同
居
亭
三
十
万
円

②
老
人
及
び
身
体
障
害
者
を
含
み
三
人

以
上
の
親
族
が
同
居
＆
六
十
万
円

利
率
年
六
パ
：
セ
ン
ト

申
し
込
み
先
「
住
宅
金
融
公
庫
代
理
店
」

羽吉大大滝根古阿岡大川池
鳥楽島口沢津高部村島田田
ヒ栄　周ヒタハ茂イ寛クギ
メ松清策ノッマ正セ吉マン

（
如
来
寺
）

（
田
中
）

（
干
溝
〉

（
山
崎
）

（
高
道
山
）

（
朴
木
沢
新
田
）

宮倉重重芋
中俣地地川）　）　 ）　）　）

（
本
屋
敷
）

行
な
い
ま
す
。
近
年
成
績
は
上
昇
中
で
、

目
下
日
本
棋
院
か
ら
二
段
の
免
許
を
得

た
者
二
名
、
初
段
位
八
名
、
一
級
か
ら

五
、
六
級
の
者
や
、
十
日
町
市
、
津
南

町
か
ら
の
入
会
者
も
あ
り
ま
す
。
仲
間

う
ち
で
、
野
沢
の
民
宿
や
、
塩
沢
の
湯

へ
で
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
朝
早

く
か
ら
深
夜
ま
で
打
ち
つ
づ
け
て
、
宿

の
人
に
あ
き
れ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
身
分
の
上
下
も
老
幼
の
別
も
な
く

和
気
あ
い
／
＼
で
す
。

　
俺
と
来
て
遊
べ
や
友
の
な
い
雀

　
問
い
合
せ
は
鈴
木
寛
栄

　
　
　
　
　
　
（
電
話
二
〇
八
六
）
ま
で


